
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、                      
                                 

 
 東北では、青森、岩手が、本日県向け署名提出を行いました。青森

は県知事宛陳情署名として取り組み、本日に副知事に手渡しました。

その際、同行された公明党伊吹県議が情報として青森私学をそだてる

会へ提供してくださった本日12月3日付公明新聞が右のものです。 

 与党である公明党では、「私立高校の平均授業料お水準」として「約

40万円」の数字を具体的にここでも入れています。一方「約」「水準」

という表現が残っており、与党がこのように使用しても、26号の高知

県の懸念ように、年末の予算案決定でどう転がるか判りません。 

これまで神奈川のすすめる会が

関係を築いてきた佐々木さやか参議院議員が、現在文部科学大臣政務

官を担当しています。神奈川の奮闘で12月6日(金)の中央要請で直

接要請を受けてくださる事になりました。その際、この新聞記事が実

現されるよう要請していきます。 

 

12月6日の私学助成全国署名集約院内集会へ向け、12/3現在

の署名集約数が本部へ届けられています。各都道府県の奮闘により本

日18:00現在で250万筆を超過し、2,625,730筆に到達していま

す。しかし、昨年同日比で71%です。1筆でも多くを12/6院内集

会へ積み上げることが「40万円」を実現させる事につながります。 

岩手では本日(12/3)の岩手県議会議長宛署名提出・要請行動に向け、

11/25から日報体制をしき、各校から集約数を毎日報告を実施。 

12/2の時点で盛岡誠桜が目標４万筆に残り757筆、盛大附属も昨

年度 9 割まで到達。一関学院では未提出の家庭に再度署名用紙 3 枚を

郵送、一関修紅では、生徒に声掛けのない担任クラスに向け、B4 判ポ

スターを作成し各クラスに掲示、など集約強化に取り組んできました。 

 

まずは12/6集約集会まで 

そして、２月の国向け署名提出まで、 

あらゆる手立てを打って前年集約を超えましょう 
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